










Numerical Representations of the Compositionality of Idioms 
in Japanese Wikipedia 















ないという性質があることが指摘されてきた (石田 2015、宮地 1982)。 
(1) つくばに来る (一般連語句) / 頭に来る (慣用句)












及する場合を除き、後述する『用例でわかる慣用句辞典改定第 2 版』の表記に合わせた。 





(3)  嘘をつく、風邪をひく、汗をかく、雨があがる 
(4)  頭にくる、口が重い、お茶をにごす、顔がひろい	 (宮地 1991: 69-70) 
 















	 石田 (2015) は、慣用句の性質として、一般連語句よりも構成要素が固定していること 
(形式的固定性)、一般連語句よりも文法的な制約が強いこと (統語的固定性)、句全体の意味












することができる (石田 2004)。 







	 慣用句に関する研究は、自然言語処理の分野においても、複合表現  (Multi Word 
Expressions) 研究の一部として盛んに行われている。Constant ら (2017) のまとめによる
                                                   






複合表現として処理すべき連語句の発見 (MWE Discovery) と文中に出現する連語句が、
複合表現としての意味と字義どおりの意味のどちらの意味で使用されているのかの判定 















(5)  𝑐𝑜𝑚𝑝% 𝑀𝑊𝐸 = 	𝛼𝑠𝑖𝑚 𝑀𝑊𝐸, 𝐶% + 1 − 	𝛼 𝑠𝑖𝑚(𝑀𝑊𝐸, 𝐶4) 
 
ここで、MWE は複合表現の分散表現ベクトルを、C1、C2 はそれぞれ複合表現を構成する
































	 まず、日本語 Wikipedia のデータからなるコーパスを形態素解析器 MeCab によって、分
















                                                   
4 word2vec は、gensim (3.4.0) から利用した。 














	 連語句をベクトル化するためのコーパスには、日本語 Wikipedia のデータを利用した。
2018 年 4 月 1 日時点の日本語 Wikipedia のダンプデータ7から、wikiextractor8によって、
テキストデータを取り出したのち、記事タイトルの削除、半角および全角の丸括弧内の補足
説明の削除、余分な空行の削除を行った。 




した連語句について記述したユーザー辞書を使用した。表 1 に「立つ」の IPA 辞書の記述
例、表 2 に「腹が立つ」のユーザー辞書の記述例を示す9。 
 
表 1：IPA 辞書の記述例 
表層形 左文脈 ID 右文脈 ID 原形 
立つ 738 738 立つ 
立た 740 740 立つ 
立ち 743 743 立つ 
立て 736 736 立つ 
 
表 2：ユーザー辞書の記述例 
表層形 左文脈 ID 右文脈 ID 原形 
腹が立つ 1285 738 腹が立つ 
腹が立た 1285 740 腹が立つ 
腹が立ち 1285 743 腹が立つ 
腹が立て 1285 736 腹が立つ 
 
	 ユーザー辞書の記述では、IPA 辞書と対応する表層形および原形の表現の前に「腹が」と
いう表現が追加されている。左文脈 ID には、すべての表層形に対し 1285 という一般名詞
を表す数字が与えられ、右文脈 ID には、対応する表層形と同じ数字が割り振られている。
ここで、左文脈 ID とは、対象となる単語を左から見た場合の文脈 ID を示し、右文脈 ID と




























	 また、word2vec を使用する際、最低出現頻度数を 10 と設定したため、選び出された 323
の慣用句と 375 の一般連語句において、日本語 Wikipedia コーパスの中でトークン頻度12




























記述統計量 個数 平均 標準偏差 最低値 中央値 最大値 
慣用句 180 0.183 0.105 -0.052 0.176 0.515 
一般連語句 135 0.279 0.125 0.019 0.265 0.577 
 
	 慣用句の方が、一般連語句よりも平均値が約 0.096 低いことがわかった。一方、慣用句の




するために、対応なしの t 検定を行った。その結果、t 値 7.448 (p < 0.05) で統計的に有意














	 表 4 に予測に反して高い値が与えられた慣用句を上位 10、表 5 に一般連語句について予














                                                   





















(8)  昨日買ったアクセサリーを身に付けて、映画に行った。 















































Constant, M., G. Eryiğit, J. Monti, L. Van Der Plas, C. Ramisch, M. Rosner, & A. 
Todirascu (2017). Multiword expression processing: A survey. Computational 
Linguistics 43(4), 837-92. 
Kline, R. B. (2004). Beyond significance testing: Reforming data analysis methods in 
behavioral research. American Psychological Association. 
Maekawa, K., M. Yamazaki, T. Ogiso, T. Maruyama, H. Ogura, W. Kashino, H. Koiso, 
M. Yamaguchi, M. Tanaka, & Y. Den (2014). Balanced corpus of contemporary 
written Japanese. Language Resources and Evaluation 48(2), 345-371. 
Mikolov, T., K. Chen, G. Corrado, & J. Dean (2013). Efficient estimation of word 
representations in vector space. arXiv preprint arXiv:1301.3781. 
Salehi, B., P. Cook & T. Baldwin (2015). A word embedding approach to predicting the 
compositionality of multiword expressions. In Proceedings of the 2015 Conference 
of the North American Chapter of the Association for Computational Linguistics: 
Human Language Technologies 977-83. 
石田プリシラ (2004) 「動詞慣用句の意味的固定性を計る方法̶統語的操作を手段として
̶」『国語学』 55: 42-56 日本語学会. 
石田プリシラ (2015) 『言語学から見た日本語と英語の慣用句』開拓社. 
宮地 裕 (1982) 「慣用句解説」『慣用句の意味と用法』 237-265 明治書院. 
宮地 裕 (1991) 「慣用句の意味」『「ことば」シリーズ 34 言葉の意味』 65-76 凡人社. 
 
??????ワ?クショップ2018?????
306 2018?9?4?-5?
